
都市近郊におけるふん尿処理利用に関する調査研究  

皿．加温が畜舎汚水の活性汚泥洗処矧こおける  

浄化に及ばす影響について  

中山 薄  大：坑膵也  小林 茂  冨軍治郎   

1．〔目 的）   

富合汚水を浄化する下津についてほ、すでに種々の処理方式ガ項えられているが、現在最も浄  

化牽か高く畜舎清掃の省力イヒにもつなかる活性汚泥法処理において、夏季と冬季ではNH3－‡寸，   

BO王）などの除去寒に差のあることが知られている。   

一読署生物学的処理の場合好気性微生物の消化作僅を最大限に発揮せしめ浄化効率を高めるた   

めには、水温の彩管か大きく、おゝよそ258C百謄がもっとも七く、100C以下の場合ほ処  

理効果か劣るといわれていろ。そこで冬季寒冷時浄化劫葦の低下を防止するための一方法として  

爆気そうを加温した場合における油性汚泥法の処理効果を検討する。なお本嚢験は東京電力KK  

の委託により試みたものである。  

2．〔試験方法〕’■   

本試験を行なうため、2段酸化方式による装置、前段をBiosorption法（Contact  

Stabilization）後段を砕石活性汚泥法把よる賓験槽を設置し（詳軌ま別記参考準料磨照）   

供試汚水は当場の蔑肉能力検定用飼料を給与した豚のふん尿を次のような処習工程に従って流入  

処理した。’  

1）・－装  腎  

華験そう．処理能刀 豚40頭／d ふん尿景2．40kg、処理総汚水億（20倍）  
4、8m3・‥   ＝，・▲‥・…別記参考資料のとおり。  

加温装蔑 調整そう 120wブロワー加温ヒーター取付  

・▼  接触そう 5kw投込塑ヒータエ取付  
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5） 方  浜  

45年10月までほ、活皇ヒ汚泥の増車と葦紳そうへの流入汚水、謂農水の流±蓬言苛姜を行な   

い、て0月以降褒加温のままで汚泥の正常化をはかり、11月て1日～翌年5月1日まで、   

襲－1のとおり反転方挨により試料を採取分析をした。‥   

菜－1壌旗別の設定  

11日釦R 4日18日   15El 

半辛 ヨ ヰ 
S．VJの調健 試 調  試  ，試  謂 試  

料  科  料  科  
採．  探  探  採  
取 慧  取  整  項  肇 取  

培巻  

流鹿訴懲  

4） 試料採取  

試料の採取、隠匿の測定などは、AM9，5Uに行なった．・AMlO．00～11．00の隙こ   

原禽の清掃か終り、調豊そうに豚舎汚水が流入してくるので．そのまえに前日流入した汚水   

（7Qに稀釈されて、24時糧三曝気接辞してある。）を電舟順を通して貯留そうに貯留し㌔   

（吸上げ1時間後把沈掻の引抜きを行な㌔）   

貯留そうから接触そうへの流入汚水限定は汲上げまえとあととではCOD伯で約20－5C   

痴の差があり、汲上げまえ、すなわちタンクの水魚か少なくなったときのカが大ぎかった。   

流入汚水が処現され放匪される生でに約15時間の滞留かあるので、同時に採取した流入汚   

水と放流水は同一条件とほいえない。  

5） 調査項臼  

水質の分析は下水試験法に準拠し次の項目について行なった。  

1．透 視 度   

2．PH  

5・COD．1呂占。。  

4．BOD牢  

5．N王Ⅰ3⊥N  

占．ALB†N 

透視監計  

ガラス電極法   

高 温 法   

ナトリウム アサ1ド法  

蒸 留 法  
■   



7．T－N  

8．S．S  

9．塩素1オン   

10．沃鹿消費景  

茅 沼 法  

遜心分離法  

硝竣第二水銀法  

下水試験法  

5．実験結果および考案   

噴気そう内に出現した生物相および流入汚水ならびに放流水の水質分析結果ほ次の通りである。  

1） 生物椰  

① 無加湿時の曝気そう内シて出現した生物祁  

Vortice11a・rH十 Opercul∂ria－H＋・Aspidisca＋仙 Paramecium＋  

Litonotus＋ Epistylis L廿 Zoogleaサト Sphaerotil11S－ト  

その他  

⑦ 加温が生物鶉に与える影啓  

Vorticellaなどの餓毛虫矧・ては変化かみられなかったか、無加温時状多数出現し  

ていたAspidisca か2月り第2匡柑の加温の際は、蔑端に減少するのかみとめられ  

た。このことは11－12月り窮1回目の加湿のときl寸、まだ比慄的水温も高く（11～  

1占 OC）号這匿をあげても脛化かうまくいっていたか、2月の叢2回目のときは、水温が  

8～9 0Cと下ったため，短期間におけろ水温の上昇に適応できなかったものと推測され  

る。このことからも水温か1〇OC以下のときは、少なくとも1週間以上の噂㈲をかけて  

倹㌢に温度をあげる心賓かあろう。乃：お、この場合でも20 0C以上Kあげることは危険  

であると思われる。第2狩場の加温試験忙入ろまえ、2月5日に観触そうの温俊9．50C  

を直接25 0Cに温変調節をセットしたところ、翌日には浄化に有効な活性汚泥生物け、  

ほとんど婆を消し、Sphaerotilus や線虫類が優先し、汚水の凝集分離かわるくな  

り、腐敗現象とみられる忍臭が強くな？てきた。このため、惰性汚乾の正常化に8日間も  

かかってしまった。要するに汚泥生物の生略章境を好適把保持し，増殖、活性化を促進す  

るためには温既差の関係が大きく影響するものと考えちれる。   

2） 浄化効寒の比畢  

無加温時と加湿時の気温、水温、水玖、および削ヒ効率は葬∵2のとおり。  

（この成績は無加温時の気温1D しC以上のときの試料分析値を除外しナも）  
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宗一2 撫加誼時と加温時の気温、水慌、水質および浄化効率   

l  褒 加  温  加  
区 分 

†  流入汚水  除去蔓  流入汚水  
50C′叫．′120C   8ぐC～1DロC   賞  √l－ ．   

カく  亀  

TP   

PH C叫‰。冬）軌タ BOD5  （ノ′） NF3－N （′′）  
AL王トN （′′）  

T－N （〝）   

S S （〝）  

塩素イオ／（〝）  

戸口′－95  

0  

7β－S二≧   

275－518   

1255′〉2270   

119～185  

55－9ロ   

180′－2（∋5   

1Aエロ～2740  

AO′－44  

250  

11J〕′－12工）   

15′｝15  

る8′－72  

28～。10  

50～55   

17－・25   

88～12  

0  

78′－82  

250′〉295   

11eO′｝2【）95   

105′・・一1占0  

41～8A   

212～27D   

l18〔！～15る0  

5ろ～55  

21 3 

12′－15  

占β～75  

25～42  

2（；－．12  

4～9  

5－「   

て5～25   

－1る0′－280   

19・〉2る  

87A～895）   

975′～97ム   

B5．7′－8ムA  

85．7′〉90□   

97る～97P   

945′－9（11   

92ム′〉952   

？ロブ～92ク   

82〔卜｝8るA  

2；二5i；；ニ；：；  

1るローー24〔）  

2ムー51  

50  

8？0～912   

295～551〕  

80、0  

卜12A～527  

だ警＿＿竺  ＿＿－⊥＿＿＿＿  

（使用水の櫨索イオン15PI〉叫  

流入汚水ユ稀釈水＝7：15   処理総汚水農 4．5占m3／d（20倍稀釈汚水）  

90C～1l OC  

220G｝2るCC  

接触そうの温度  

二、、、  
接触そうのS．Ⅴ（a．Ⅴ） dO序  

MLSS（a．Ⅴ） 4．5DOP‡）M■  

S．Ⅴ．I  159  

110■C～12℃  

18℃叫22．50C  

砕石そうの濫匿  

砕石そうのS．Ⅴ（a．Y） 50痴  

MLSS（a．り 500DPPM  

S．Ⅴ．Ⅰ（a．可100   



BCD  
容慣負荷  4．27悔n3／d（a，BOl）1500PP噂  

D55 〝  （av 30D150Ⅰ）P叫  

接放そう 0．99kシ汎SS丸  

棒石そう  0．18 〝  

接鑓そう 1．0日  （aY SS15nDPP叫  

砕石そう  2．7Ej  （av SS 5DOPP叩   

汚泥負荷  

汚泥日令  

はつき鞘†糾そう d・Oh  
し砕石そう 5．0王l   

① 透視旋ほ加湿した場合には若干わるく代り、分酢⊥混汲にSSか増加してくるのがみとめら   

られち   

⑦ CODは、流入汚水で無加蔽時の方か少し轟かゥたか、除去率については、ほとんど差か   

みとめられなかった。   

③ヨODの陳菜葦ほ、若干加温時の方かよかっ六も   

① NH3－Nほ加温により約97古除去寒か向上している。   

⑤ ALB－－Nは上限値では加温時つ方かよいか、総体的にほあまり差はみとめられなかぅた。   

⑨ T－Nは′り汀現時の方か5．5多ほどよいか、これはNH3－Nの除去黎の関係が大きく寄与  

しているものと思われる。  

① 沃匿消録這については、無加温時の方か除去率かよかっ屯   

全休としていえることは、加温妊よりN当3－Nの除去率は非常叱よくなるか、分離液のSS  

が増加し、1、Pか若二千わるくなっ1㌔ このことil慌匪の上昇に伴ない、微生物梱は活発化するか、  

送風琉は特に」二げなかったので、溶存酸素の不足か一因てはないかと考えられる。   

BOD、COD、A工■b－Nなごの除去はあまり期待できなかった。   

なお、本試教会緋を通じてFlockの状態は箱々やわらかく、汚泥密度は最良とはいえない状  

態であった。  

備考のSV、MLSS、容積負札汚泥負荷はすべて平均値から節出しち  



5） 電力消費環  

加温と無加悦時の比較（単位1日）  

温  

区  分  加  

ブ ロ ワ ー   ；c．75加×2   

電  頸   舗   0．2〝×2   

水中ポン ブ   0．75：〟×2   

〝   0．2  ノブX2   

小 計   

投込型ヒーター  

ブロワー加艶ヒーター   

小 計   

肖 琵モ ノ置 力 計  

5P192銭×  

（59口円×  

A鞍1．2己21．   

〝×1．2三＝＝ OA  

〝×1．2＝1．8   

4〝×1，2；＝；5．7  

29．る  29．占4kw  

x  

×   

8占．8〔き〝  

29．るA  11る．52〝  

29ム4kw碩太料金  
2×1／5 

Fq27鼓   

5円92昏板11占52kw十射こ料金  
（”0円×10× 1／5冒㌔≡。7。蛾  

4．むすび   

本式放は、実用段階においてこ どの程産浄化効率を高めることが可能か、また効率を読めるこ   

とによって、同山規模の施設で処理説教の増加がのぞめるのではなかろうか、ということをねら   

ヮて試みたものである。ただ賽験葉置の樵造にいくつかの不備た点かあり、流魚、送風丑の調整  

が円滑にいかなかったこと、施設規模が′j＼さいため、処理工巻の調整示デリケ～トで、わずかの  

操作の失宜が、汚泥の状態に魚影智を与えたことなど、契読寒梅に当り恒常的な安定維持に相当  

の労力をとられ、肇験結果の粗駿を若干低下させたことがあっ危 しかしながら結論として、こ  

の実弟の範囲では、出現微生物に若しい葦化をぢえるほどの低蘭が求められなかったわけで、両  

者の有意差托、みとめられず、加うろに加偲に零する電気代の支出を考えると必ずしも有効な方  

法とは思われない。  

参   考  資  料  

1．実験施設の設計諸元  

1）ふん尿排泄盤  豚40頭（ふん：尿≡1：1）る～／承／d……0・24m3／d（Q）  

－8－   



1．d4m3  
8．1るkg  

）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 

2
 
 
5
 
4
 
 
5
 
 
′
0
 
 

原合拾掃水兢 原ふん羅の占倍  

BOD紫 54．000PPM  

S S 鼠 117．〇00PPM（700g侃勺）・‥・…・・‥・  … 28 〟  

4，8m3／d  稀釈倍荘および汚水総皇  20倍  

接触そう（第1昭蘭そう）†瓜SS る8□OPPM  

1，1×4．5占  ‥・ 5．1kg／h3／句  

・ 05kg／BOり舶LSS  

80D客席負荷   
1．る  

1．1×45占  
BOD汚泥負荷㌧  

1．△×占  

7） 砕石そう（鰐2損気そう）MLSS 5．000PPM  

BO硲礫鯛・・・・…   0・8k草加3／1  

望旦埜  翰鞘泥負荷  
1．24×5  

0．2るkむ侶0研瓜．SS  

11m3朋  
る．㌔3／励勺  

8） 両横負荷  第1沈澱そう  

第2沈澱そう  

2．BOD計算   

揆ふん尿は、清水によって20惜に稀釈され豪装置で浄イヒする。  

施設へ流入するBOD∋54月00PPhす÷20羞1．700PPM  

振動簡（0．5瀾）と貯留そうにおける沈蔭の引抜きによってBOD豊の55多が除去されるとし  

て1・700PPMxコ1…5PPM   

本荘熟ま2段曝気方式を採用しており前段処理を接触塀気、後段処理を砕石噴気とした。  

縄処理れおける浄化効率を80痴とすれば1・105×ぅ鵠止221PPM  

後朗即おける浄化効率を89努とすれば221×撒≡245P祝  

5．SS量計算   

朋一節で50廃除王、28kgx了鵠≒14kg水分8る机すると14kg÷¢畠）記100kg   
貯留そうで流入源の1U痴を引抜き除去すると2抽gxぅ鵠＝2・8kg  

水分98竺とすると2・抽g＋擁＝140kg   

槽内における酸化分解を40痴とすれば汚泥矩恩は次のとおりとなる。   

28kg一（14kg＋2．Bkg）＝11．1kg  

ll・1kg＞揺＝“占kg  

－9－   



水分98痴とすると   

占“kgェ（丁ね芦555kg・・・  

4．各槽容柴計算．  

1）沈潰そう 且0575In3        ・…砂礫荒 ごみ除去  

2）凍拝そう 0・55m〇・・・・・‥     ・…・・ 吸気破砕  

5）調整そう1．8m3  貯留および稀釈調整  

流入蓋7■Q＝う長d．24n13日1．る8m3．用  

4）．貯留そう1．．8－n3  

流入豊1．る81n3（7Q）－OJm3除去景）己1．58m3  

5）掟触そう1．るm3  

流入麓 貯常そうより1．58m3－0．1Am3（除去境）コ1．44m3  

稀釈水   15Q・  5．12′′  

返送汚泥  （100誘）  4．56〝  

9．12〝／克己058m3／h  針．   

寺澤潮時問 4時間＝1．52㌫3   

る）汚泥強化そう 1．71n3  

流入豊 4．5dm3／d＝D．19m3／h  

滞留時間 8．5b 顎  1．占15n13  

7）第一批放そう  0．9m3  

流入県 9・12m3／d之0．58m3／h  

滞留時間 2．2h モ．，rO，85占m3  

8）砕石曝気そう 1．24一打い一  

流入景 第一沈澱そうより 4．5るm3  

返送汚泥（25褒）1．14m3  

計・ ・5．．7m3／d零0．258m3／h  

潤腎時間 5．Ob＝1．19m3   

9）第二沈辞そう 0．9m3  

流入丑 5．7m3／d＝0．258m3／h  

－10－   



滞留時間  5．7h ＝ 0．白8m8   

70）汚泥そう  0．55m3  

汚泥蓋 0．55m3／d  

ll）乾燥炉床  

炉床面積 4mt（5区和）  

5．機械装置  

ブロワ～ 即孟 0．5m3／min O．75kw  

振動舗（n．5郡）  

水中ポンプ   

〝   

る．加温窮鼠  
ブく：ワー加湿ヒーター  

堆込型ヒー・クー  

0．75〝  

口．75ノ′   

0．2 〝  

25【】W  

5kw   




